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図 1.1：本研究における商品探索支援のイメージ。 
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第2章 関連研究 

2.1 情報探索プロセスに関する研究 

E Ep W p i e

p

p p

p W p

p W Ep W p  

p o p

p W p

W Marchionini p

W n o

p dW pH*I Sutcliffe Ennis

4 o W p

H5I W Shneiderman n

4 W pH6I Marchionini

White W E

7 W pH7I  

p W p

W p i

p p p i

p n p

o W



(
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第3章 店舗回遊支援インターフェース 
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3.1 インターフェース設計 

3.1.1 要件定義 
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図 3.1：店舗回遊支援インターフェースの操作方法。ユーザは探索目的に合う店舗
属性を取捨選択していくことにより、店舗単位の商品空間が提示され、キーワード

に依存しない商品探索を行うことができる。 
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3.1.2 システムアーキテクチャ 
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図 3.2：店舗回遊支援インターフェースのシステム構成。 

3.1.3 店舗コンセプトの構築 
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図 3.3：クラスタリングによる階層的な店舗属性の分類。 
 

3.1.4 店舗コンセプトの視覚化 
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図 3.4：店舗回遊支援インターフェースの視覚化情報。 
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3.2 評価実験 
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表 3.１：実験アンケート。 
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図 3.5：アンケート結果（**p < 0.01）。縦軸は各質問に対する平均評価値、エラー
バーの長さは標準偏差を示す。  



(-

3.2.4 自由記述内容 
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3.2.5 商品ページへのアクセス数とアクセス時間 
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図 3.6：店舗の商品ページへのアクセス数。縦軸はアクセス数、エラーバーは標準
偏差を示す。 

 

 

 

図 3.7：店舗の商品ページへのアクセス時間（**p < 0.01）。縦軸はアクセス時間、
エラーバーは標準偏差を示す。 
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3.3.3 視覚情報を用いた商品探索の有効性 
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第4章 探索範囲を広域化させる類似店舗 
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4.1.4 店舗コンセプトの抽出 
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4.1.5  店舗類似度の採点 
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図 4.2：類似店舗の抽出事例。 
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4.2 評価実験 

4.2.1 実験環境 
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図 4.3：評価実験システム。 

4.2.2 評価基準の測定実験 
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4.2.3 評価基準の測定結果 
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図 4.4：嗜好店舗と嗜好商品の関係（**p < 0.01）。横軸は店舗の評価値、縦軸は好
みと感じる商品の発見数を表す。 
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図 4.5：乱数的に店舗を見てまわる場合の店舗の発見率（*p < 0.05）。縦軸はネガ
ィテブまたはポジティブに評価された店舗の割合、エラーバーは標準偏差を示す。 
 

4.2.4 類似店舗推薦技術の評価実験 
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4.2.5 類似店舗推薦技術の評価実験 
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図 4.6：嗜好店舗の発見率。縦軸は嗜好店舗の発見率を表しており、エラーバーの
長さは標準偏差を表す。横軸は店舗の商品を提示する際の条件である。RANDは乱
数的に選択した店舗を提示した場合、N100～N900は提案技術の語彙辞書が扱う

語彙数をN=100～900とした場合を表す。 
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4.3 考察 
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第5章 商品空間の案内する店員発話技術 
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図 5.1：発話技術のアーキテクチャ。 
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5.2.3 視覚情報に基づく発話文生成 
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① 2次元の視覚情報を CNNに入力して、視覚情報の特徴ベクトルを抽出する。 
② 視覚情報の特徴ベクトルを RNNに入力して、RNNの内部状態を更新する。 
③ 発話文の開始を表す特殊文字を RNN に入力して、RNN の内部状態を更新する。   
また、生成された単語を取り出す。 

④ 直前に生成された単語を RNN に入力して、RNN の内部状態を更新する。また、  
生成された単語を取り出す。 

⑤ 発話文の終了を表す特殊文字が出力されるまで、手順④を繰り返す。 
⑥ 開始から終了までに生成された単語を並べて、一つの発話文を生成する。 
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5.3 発話技術の適用事例 

5.3.1 データセットと学習方法 
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① MSCOCOから、画像、物体情報、物体領域、説明文を組み合わせたデータセットを
取得する。 

② 画像、物体情報、物体領域を組み合わせたデータを用いて、視覚情報の特徴抽出を
行うネットワークの学習を行う。 

③ 画像、説明文を組み合わせたデータを用いて、発話文の生成を行うネットワークの  
学習を行う。 

④ 発話文を生成するネットワークの表現力を調整するための、画像、発話文を組み合
わせたデータセットを構築する。データセットの発話文は、MSCOCO の物体情報
を用いた内容とする。 
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⑤ 画像、発話文を組み合わせたデータを用いて、発話文の生成を行うネットワークの
転移学習を行う。 
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5.3.2 適用結果 
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(a) クマの人形がピザを運ぶ画像を入力した結果。 

(b) クマの人形が食べ物の前に座っている画像を入力した結果。 

図 5.2：発話技術の適用事例。 

5.3.3 発話技術の表現能力と応用可能性 
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5.3.4 店員発話に関する技術的展望 
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第6章 結論 

6.1 商品探索支援に向けた本研究の役割 
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・ 買物体験の拡張 
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6.2 今後の課題と展望 
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付録A 類似店舗抽出における詳細実験 
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表 A.１：類似店舗抽出における店舗の語彙集合の選択条件。 
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図 A.1：嗜好店舗の発見率（*p<0.05, **p<0.01）。縦軸は嗜好店舗の発見率を表し
ており、エラーバーの長さは標準偏差を表す。横軸は店舗の商品を提示する際の条
件である。RANDは乱数的に選択した店舗を提示した場合、N100～N900は提案
技術の語彙辞書が扱う語彙数をN=100～900とした場合、W00～W10は語彙辞

書のスコア閾値をS=0.00～0.10とした場合を示す。 

 

表 A.２：条件間における優位確率（*p<0.05、**p<0.01） 。 
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A.3 考察 
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